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里山農園　初夏の収穫祭　
3日午後から開催　　産直のジャガイモ、玉ねぎで、播川さんのカレーを楽しみました。　11日木曜日は作業日です。農園部会のトマト祭りを実行します。里山農園にお越しいただいた方を案内して、楽しいひと時を計画しています。
ジャガイモ(メークイン)が30㎏程が販売できそうです。至急お申し出ください。5㎏づつでも宅配いたします。大村又は森島までご連絡ください。
次のような協力者を求めています　
里山農園での収穫物の取り入れ月水金の午前8時ごろにコーナに並べますので午前7時ごろから約1時間の作業です。
京都木津川マラソン本部席などの草刈都合のつく時間帯で草刈り、乗車式草刈り機の運転作業です。里山農園の畔の草刈都合の良い時間に刈払機による草刈り。
吉村さんから「台秤」の提供がありました。
山城水害60周年　水害から学ぶ連続講演会の初回　
7月7日13時から実施　井手町上井手の京都府立勤労者福祉会館・40人の参加。
この催しの開催予告参加呼びかけを各社が相当な力を入れて取り上げていただきました。洛南タイムス　京都新聞　朝日新聞　毎日新聞がこの一週間に報道いただきました。また当日は4社の記者がそろって取材に来られて、初めから最後まで熱心に取材をされていました。京都新聞社は月曜日にラクナンタイムスと毎日新聞は火曜日に取材記事が掲載されました。里山の会の取り組みによって地域の人々に広く今年が60周年に当たるという再認識をいただく機会になったのではないかと思います。今回各社の記事の収集を行って洛南タイムスの宇治地域版には掲載されていないことがわかりました。
当日は井手町が30年を記念して作成された水害記録のビデオを上映できて、改めて現状を再認識でできました。また60年が経過して当時をできるだけ正確にお話のできる方として井手町では町議会議員を長年務められてこられた宮本敏雪さんから、脱出した瞬間の気持ちやすごい雨の降り方、そして当時写真から井手小学校と国鉄奈良線、現在もお住になっている玉水の状況を話していただきました。続いて和束町の林辰男さんは長年議員を務め、議長役を果たして和束茶の振興に尽くしてこられています。茶農家を貫きながらの現在の和束町を思い起こしながら当日の夜の状況から災害について体験を語っていただきました。
今年の、木津川で遊ぼう・魚とりの開催について
事務局で大論議をしています。27日と3日の2回の開催を決定してきましたが事務局会議では、熱中症などスタッフと参加者の安全を考えるとき問題があるとの質問があって、安全問題が議題の前面に提起されると解決の道はなくなり、1回目は安全で2回目は不安全だという理屈は通りにくく、開催を見送ることになりました。
100円コーナーの増設が必要か　　
昨年と同面積の作付ですが、青果物の実り具合が丁寧な手入れによって、なり具合が相当激増してきているように見られます。特に土日明けの月曜日の収量は飛びぬけて大量になってきています。1か所での販売所では賄いきれない状況が見られます。販売場所の増設が急がれるようです。里山の会が一生懸命に生育した成果物を、未処理、売れ残りとして食していただけなければ生育させた人も、早朝から採取していただいた方の苦労が報われなくなってしまいます。里山の会は決して販売や収益を目的にしているのではなく、収穫できた新鮮な品物をおいしく召し上がっていただければ大変うれしいところです。そのためにも大量収穫があった場合に、より多くの方々の目に留まるように陳列場所の増加が緊急の課題となってきました。お近くの方々でお引き受けいただけるところがありましたら、申し出ていただければ大変ありがたいところです。御協力いただける皆様のご連絡をお待ちしています。
山城大水害から60周年　水害から学ぶ連続講演会　
いよいよ2回目　14日　13時より　より多くの方々のご参加をお待ちしています。会場は、久御山町西一口　国交省久御山排水機場　国道1号線と京滋バイパス交差点を西に進み　西一口（西いもあらい）交差点を北に進むと右手に排水機場がすぐ近くに見えます。駐車場は大きいところがあります。（無料・構内）今回は天ケ瀬ダム建設ビデオのうち淀川の増水場所のビデオ上映予定です。地元水害体験目撃者の内田公昭氏より体験談を聞かせていただきます。引き続き京都府山城北土木事務所企画調整室の室長の山本克様から京都府の対策と課題について報告をいただきます。終了後には巨大な排水機の説明があります。時間があれば河川レンジャーから木津川などについて問題や課題について報告します。貴重な体験を聞かせていただきます。ぜひとも万難を排してご参加いただきますようお願いします。
国交省業務研究会で里山の会河川レンジャーの田中実智世さんが発表されます。
大阪天満橋の国交省近畿地方整備局で2日間にわたって開かれます。発表時間は12日午前10時50分~11時10分です。多くの皆さんの御聴講をお願いします。
木津川のカヌーの日　笠置から大阪湾まで下ろう　参加者申し込み状況（募集定員30艇）7月10日現在…13艇となっています。
31回京都木津川マラソン大会開催に向かって順調に準備が進む　
第2回実行委員会が24日（水）に開催されます。選手へのサービスの給水やエイド、コースの安全確保管理のための情報確保の無線クラブにもめどが立ってきました。そして30回大会の決算報告がされます。特に31回大会への募集要項の提案も行いますので、各部署の代表や実行委員メンバーの皆さんのご出席をお願いいたします。特に今回は、予算案の提起と参加費についての提案が予定されています。事務局会議は毎週金曜日の午後1時から開催し予算案や30回29回大会の改善点の検討を進めています。30回大会の監査資料が整い資料作成印刷段階です。

